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第１部 調査実施の概要 

Ⅰ 調査目的 
 鳴門教育大学学生の生活の実態を把握し，よりよい学生生活を送ることに役立てる基礎

資料を得ることを目的とする。 
 
Ⅱ 調査対象と方法 
１． 学 部 
（１） 調査対象 

調査対象は，2023 年 11 月 1 日の時点での休学者を除く学部学生全員（1 年 
    次～4 年次）である。 
      学年別，専修別の調査対象学生数を表 1－1 に示した。 

表 1－1 調査対象＜学部学生＞（2023.11.1 現在） 
                                     （人） 

専 修 名 １ 年 次 ２ 年 次 ３ 年 次 ４ 年 次 合  計 
幼 児 教 育 専 修 5 5 5 5 20 
小学校教育専修 48 49 55 54 206 
中学校教育専修 44 46 47 46 183 
特別支援教育専修 8 8 6 6 28 

合   計 105 108 113 111 437 
 

（２） 調査方法 
調査方法は Web（Forms）による調査方式であり，Ａ～Ｉでの大項目と，大

項目ごとに 1～８の小項目を設け，各小項目には 2～10 の選択肢を設定してあ

る。 
 

（３） 調査時期と回収方法 
2023 年 11 月末に対象学生全員へ調査依頼（QR コード添付）をメール送信し

た。回答期限は 2023 年 12 月 22 日（金）とした。 
併せて，学内掲示板への掲示及び各コース長・クラス担当教員等に対し，調査

の周知依頼を行った。回答は無記名。 
 
２． 大学院 
（１）調査対象 

調査対象は，2023 年 11 月 1 日の時点での休学者を除く大学院学生全員（1 年 
    次・2 年次）である。 
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      学年別，専攻別の調査対象学生数を表 1－2 及び表 1－3 に示した。 
 

表 1－2 調査対象＜大学院学生＞（2023.11.1 現在）       
                              （人） 

課  程 専 攻 等 １ 年 次 
修士課程 人 間 教 育 専 攻 97（13） 
専門職学位課程（教職大学院） 高度学校教育実践専攻 124（69） 

合     計 221（82） 
（注）表中（ ）書きは長期履修学生で内数。 

長期３年次は「２年次」に含む。 
 

表 1－3 調査対象＜大学院学生＞（2023.11.1 現在） 
                              （人） 

課  程 専 攻 等 ２ 年 次 
修士課程 人 間 教 育 専 攻 131 （29） 
専門職学位課程（教職大学院） 高度学校教育実践専攻 170（114） 

合     計 301（143） 
 
  （２）調査方法 

調査方法は Web（Forms）による調査方式であり，Ａ～Ｊでの大項目と，大 
項目ごとに 1～８の小項目を設け，各小項目には 2～14 の選択肢を設定してあ

る。 
 

（３）調査時期と回収方法 
2023 年 11 月末に対象学生全員へ調査依頼（QR コード添付）をメール送信し

た。回答期限は 2023 年 12 月 22 日（金）とした。 
併せて，学内掲示板への掲示及び各コース長等に対し，調査の周知依頼を行っ

た。回答は無記名。 
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Ⅲ 回収結果 
１． 学 部 

回答用紙回収率は表 1－4 に示すとおりであり，全回収率は，69.3％であった。 
表 1－4 回答用紙回収率 

区   分 調査対象（人） 回収人数（人） 回収率（％） 

学    

年 

１ 年 次 105 75 71.4 
２ 年 次 108 84 77.8 
３ 年 次 113 74 65.5 
４ 年 次 111 70 63.1 

合   計 437 303 69.3 
 
 ２．大学院 

回答用紙回収率は表 1－5 に示すとおりであり，全回収率は，60.3％であった。 
表 1－5 回答用紙回収率 

区   分 調査対象（人） 回収人数（人） 回収率（％） 

学 １ 年 次 221 135 61.1 
２ 年 次 301 180 59.8 

合   計 522 315 60.3 
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第２部 調査結果 －学部学生－ 
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第３部 調査結果 －大学院学生－ 
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※以下，現職教員以外への質問。 
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Q３２．修了後の進路についてどのうに考えていますか 
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